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② 研修の工夫 

・ローテーション研修に代表される複数領域の研修：一つの部署では得ることの出来

ない幅広い臨床実践能力を獲得するために有効 

・多職種と合同研修会の実施：チーム医療におけるパートナーシップの育成に有効 

・研修の講師として看護基礎教育を行っている看護教員の活用：看護基礎教育におい

て学習した知識・技術とのつながりを強化するために有効 

・教育機関、学会、専門職能団体等で行われているプログラムの活用：最新の専門的

な知識・技術を得るのに有効 

・新人看護職員研修の経験が豊かなアドバイザーの活用：施設に適した研修体制や計

画策定が可能 

   

③ 新人看護職員を支える組織体制の工夫 

新人看護職員を支える組織体制としては、プリセプターシップ、チューターシップ、

メンターシップなどの方法がある（表 1）。新人看護職員の離職を防止するためには意図

的な精神的支援のしくみが必要であるとされているため、その工夫をする必要がある。 

 

表 1 新人看護職員を支える組織体制の例 

 

名 称 定 義 備 考 

プリセプターシップ 

Preceptor ship 

新人 1 人に対して決められた経験のある

先輩看護師がマンツーマン（同じ勤務をい

っしょに行う）で、ある一定期間オリエンテ

ーションを担当する方法。 

わが国では多くの施設でこの方法が用いられてい

ると報告されているが、勤務をいっしょにしていると

ころは少なく、決められた相談相手をプリセプター

としているところが多い。本来ならチューターシップ

に近い。日常的な勤務においては、先輩看護師と

いっしょに患者を受け持つ、補助アサイメントがと

れられている。 

この方法の理念は、self-paced（新人のペースにあ

わせて）, self-directed（新人自らが主体にかかわ

る）ことである。 

補助アサイメント 

Coassignment 

新人と先輩がペアで患者を受け持つ方

法。プリセプターとの違いはその日その日

で指導する先輩が変わることである。 

プリセプターシップやチューターシップと組み合わ

せて、この方法が用いられていることが多い。 

チューターシップ 

(チューター制度) 

Tutorship 

決まった相談相手がいて相談や支援を求

めていくことができるが、一緒の勤務でケ

アをするわけではない。 

決められた相談相手がいることは新人にとって心

強いとの評価であるが、この方法だけでは日々の

業務における実践的指導ができない。補助アサイ

メントと組み合わせることが多い。 

メンターシップ 

Mentorship 

援助し、味方となり、指導し、助言し、相談

するために個人（メンティー）によって選ば

れた人が担当する方法。 

メンターという言葉は人生経験の豊富な人、支援

者、指導者、後見人、助言者、教育者の役割を全

て果たす人を包括的に意味する言葉として用いら

れる。 

エルダー制 

Elder 

決まった先輩看護師が相談役となり、生

活・精神面での支援をする方法。 

日本で命名され行われている指導方法で、エルダ

ーとは年長者、先輩の看護職を意味する。他にシ

スター制、ブラザー制などの呼び名があるが、エル

ダー制と同義語として用いられる。 

チーム支援型 特定の指導係を置くのではなく、チームで

新人を教育・支援する方法。 

 

1 個人に 1 担当者をつけず、チームに参画しながら

新人を教育・支援する。チーム内でそれぞれのメン

バーが得意分野を指導するように役割の分担がな

されている。  
 

 


